
 

 

 

 

 

 

 

早いもので、明日から師走・・・。２学期も残り４週間たらずとなりました。運動会・音楽発表会・

海事研修・修学旅行・社会見学など、大きな行事も多くとてもあわただしかった２学期ですが、残りの

４週間でこれまでの自分をきちんと振り返り、学習面・生活面でのまとめをしっかりしてほしいと願っ

ています。 
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今年度も、次年度の学校経営の参考とさせていただくため、学校評価「保護者アン

ケート」を実施させていただいています。詳細につきましては、配布済みの通知をご覧

ください。今年度から、従来通りの紙媒体（マークシート方式）は廃止し、グーグルフォ

ームでの web入力のみとなりましたので、スマートフォンやタブレット、PCからの回答を

お願いします。回答は、ウサギメールでお知らせした URLからアクセスしていただくか、

通知の QR コードを読み取ってください。また、兄弟姉妹がある場合には、お一人ずつ

回答していただけたらと思います。お忙しい中ではありますが、ご協力をよろしくお願

いします。 

海 事 研 修 
 11月１日（月）、５年 

生が海事研修に参加 

しました。今年度も 

コロナウイルス感染 

予防対策のため、宿 

泊はせずに日帰りでの研修でした。 

 今年の研修は「カッター」と「海洋博物館見学」

が主な内容でした。特に「カッター」では、全員が

心と力を一つにして合わせなければ前には進ま

ないことを体感し、協力することの大切さを学ぶ 

            ことができたようで 

す。今回学んだ多く 

のことは今後の学校 

生活でしっかり生かし 

てほしいと願ってい 

ます。 

ストリートチルドレンに学ぶ生き方 
 11 月２１日（月）、「ストリートチルドレンに学ぶ生き

方」と題しまして、NPO法人MASA FREE SCHOOL の

代表である寺本真将さんにご講演をしていただ

きました。寺本さんは、世界約６０か国を「子どもの

貧困」というテーマで旅をしながら支援を続けて

おられます。またインドでは、「FREE SCHOOL（誰で

も通える学校）」を設立しその運営もされている

方です。授業を受けた６年生に対し、厳しく過酷な

環境の中でも必死に生き抜こうとしている各地

の子どもたちの様子をわかりやすく伝えていた

だきながら、６年生が現在感じている「あたりま

え」は、世界の「あた 

りまえ」ではないこと 

を教えてくださいまし 

た。寺本さんのお話を 

真剣に聞いている６年 

生の姿がとても印象 

的でした。  

 

 

 「令和４年度教育関係功労者表彰（岡山県教

育委員会主催）」において、勝間田小学校が、「公

立学校で特に業績 

があったもの」と 

して、表彰されま 

した。ここ数年の 

児童の「非認知能 

力育成」の取組が 

認められたもので 

す。１２月２７日 

の「優良実践発表 

会」において、本 

校の取組を県下の 

園や小・中・高へ 

発信する予定です。 

  

 

 

 

１１月１２日（土）に開催しました『勝間田小学校音楽発表会』では、お忙しい中にもかかわらず、

多数のご参観をいただき、誠にありがとうございました。新型コロナウイルス感染拡大のため、一昨

年度・昨年度と開催できず、実に 3年ぶりの発表会となりました。まだまだ感染状況が落ち着いてい

ない状況であったため、人数制限や時間制限を設けさせていただくなど、保護者の皆様には何かとご

不便をおかけしましたが、無事に終えることができて本当によかったと思っています。皆様のご理解

とご協力に感謝申し上げます。 

子どもたちは、当日見に来られたお客様やお家の方々に、一生懸命に頑張っている姿を見ていただ

こうということで、音楽の時間を中心に、何度も繰り返し練習してきました。限られた時間の中での

練習ということもあって、不十分なとこ 

ろも多々あったかもしれませんが、どの 

学年も、どの子どもたちも、最後まで楽 

しく歌ったり、一生懸命に演奏したりす 

る姿を見ていただけたのではないかと思 

います。発表会後、参加者の皆様からた 

くさんの温かいお言葉をいただき、児童 

も教職員も、やり遂げた後の充実感や達 

成感をしっかりと味わうことができまし 

た。これもひとえに、ご家族や地域の皆 

様のご支援のおかげと感謝申し上げま 

す。 

この発表会で学んだ「難しいことでも 

練習を重ねれば上手にできるようになる 

こと」「みんなで心を一つにすれば素晴 

らしいものができ上がること」等を、今 

後の学習や生活の中でもしっかりと生か 

していってほしいと願っています。 
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グロップサンセリテWORLD-ACから、過去

パラリンピックに出場経験のある松永仁志・生馬

知季両選手をお迎えし、５年生が「人権スポーツ

ふれあい教室」を実施しました。選手の持ってい

る技術を披露していただいたり、目標をもって努

力することの大切さ等についてお話をいただい

たりしました。最後は全員が車いすに試乗させて       

いただきました。５年 

生にとって、思い出に 

残る貴重な体験とな 

ったことと思います。 

選手のみなさん、ほん 

とうにありがとうご 

ざいました。 


